
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

L)週

， 

〃

０ 

１
２
３
 

注

該当する□には、レ印を記入してください。特定平業者以外の噸業者の方IFヒレ印の記入I士不要です．

「選躯年度」とI士計画期IM1の前年度を、「i]標年度」と１ｔ計画期111]の最終年度を、「報告年度」とは計ll1i期間のうち、今回報告の対象となる年唆をいいます，

「事業所等排１１１区分」とは京都府内の事業所熱の事業活Ｈ１！｣のためのエネルギーの使川]に伴い苑１１：する温室効果ガスを、「輸送lに｢iii排出区分」とI士I訂励車迩送則｢業者については使川の本拠の位徴を爪都府内とするll1IIiI1j
の排出する温寵効果ガスを、鉄道9F業者については保ｲｱする貨物llf両又I士旅蒋車両の排１１Ｉする温室効果ガスを、「その他排出区分」とItl二記以外の康都府内におけるＪ１｢業所等の蛎業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

「原lli位当たし)の温室効果ガス排ljj肚等」の「11)途区分」には、○○工場、聯務所などの用途を記入してください，「原111位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる楯標（生藤数1K、延ぺ床面
積、走行距離等）を記入してください，

「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減lit癖」のうち「森林の保全及び轆備」の「目標年度（3卜画）」欄にＩ士iill薊期間中の[]標の累H卜を、「報告年度（実績）」欄には実紬の累計を紀人してください，

「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基鍬1とした排lll随の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出ﾊﾟﾘ減への画献、グリーン調達の採用、特定フロンなどの条例脂定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください．
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住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市上京区釜座通り丸太町上る春帯町３５５の５

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）
京都第二赤十字病院院長中島正継

事業者の主たる
業種 病院

該当する事業者
要件

Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス１００台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

省エネルギー管理標準を遵守し，また省エネ効果の高い機器を積極的に導入して，毎年１パーセント以上のCO2排出量の削減を目指します。

推進体制 省エネルギー委員会を定期的に開催し、運用の改善による省エネルギー対策（照明の合理化、空調機運転時間・設定温度の適正化等）を委員に周知し、
各委員が自部署内で啓蒙・指導し省エネルギー化を推進する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

２１ 

2２ 

2２ 

設備、対象、工程等

Ｄ棟

ｃ北棟

Ｃ北棟

措置内容

高圧変電設備を稼動停止にし、低圧で送電する事によりトランスの損失を無くした。

栄養課厨房用水冷ヒートポンプチラーをＣＯＰが高い、空冷ヒートポンプチラーに更新し約8klの削減。

ガス吸収式冷温水発生器をＣＯＰが高いトツプランナー機器に更新し、原油換算で35klの削減予定。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭索換算）

目標年度（計画）
(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

6,898.3ｔ 6,633.6ｔ -3.8％ 7,174.9ｔ ４．０９〔，

ｔ ｔ ％ ｔ 例，
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＊】 6,898.3ｔ ＊２ 6,633.6ｔ -3.8％ ＊Ｉ 7,174.9ｔ ４．０９(》

平成20年度以降、大型医療機器の導入とカルテの電子化促進などで、主として電力の使用量が増大し、省エネルギー活動
による省エネルギー効果以上にエネルギー使用量が増加した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

病院
二酸化炭素換算

（延床面積）

看護学校
二酸化炭素換算

（廷床面積）
二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 墹減率（実績）

０．１２８t-CO2/㎡ 0.123t-CO2/㎡ -３．９％ ０．１５８ ｔ-CO2/㎡ 23.2‘X） 

0.036t-CO2/㎡ 0.035t-CO2/㎡ -2.8‘)(， 0.032 ｔ-CO2/㎡ -１１．１９(， 

(X） 〔X、

平成22年度に不便用建物の整理を行い、病院の延べ床面積が、53,641㎡から45,318㎡に縮小したため、二酸化炭素排出原
単位が２３２％と増大した。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組lil(鱒 (二酸化炭索換算）

(整備面積） hａ (吸収lil【） ｔ 

(利用趾） ｎｌ (riIl減、） ｔ 

(充電Ht） kwｈ (削減lil） ｔ 

(熱供給恥） GＪ ('4111減111） ｔ 

(購入&1[） kwｈ (削減IH） ｔ 

(鱗入H1） ｔ (削減ljk） ｔ 

一一一一一一一一 ＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組mk等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収唖） ｔ 

(利Ii1砥） Ｉｎ⑤ (削減量） ｔ 

(光魎fit） kwｈ (rlﾘ減量） ｔ 

(熱(１１５給量） GＪ (iiﾘ減趣） ｔ 

(鵬入職） kwｈ (削減鑓） ｔ 

(鵬人駈） ｔ (ﾊﾞﾘ減lik） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一riﾘ減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 6,898.3ｔ 

目標年度（計画）

(蝋釧'*:'’6,633.6ｔ

増減率（計

-3.8％ 

報告年度（実績）

７，１７４．９ｔ (＊･I）（＊5） 

増減率（実績）

4.0％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項 当院では医療用電力確保の安定化と省エネルギー化を'二|的として「コージェネレーション設備（以下、ＣＧＳ）」を設置している。ＣＧＳを稼働した場合、排熱利11］
に伴うボイラ等の稼働率低下と買電瞳低減に伴うＣＯ２fitが減少するが、ＣＧＳ稼働に伴うＣＯ２且が増加し、その差がＣＯ２排出量として算定される。この'１綱電ljt
減少に伴うＣＯ２削減量は全電源平均値で評価されるため、結果的にはＣＯ２排ＩＭｔ増加となる。ＣＧＳでの発電量は「火力発電設備」の稼働率低下に結びつくもので
ＣＯ２排出削減量の算定も、全電源排出原単位ではなく、火力発髄排出原lii位を採用する事が、わが国の省エネルギー化促進に寄与するものと考えます。この表現でき
ていないＣＯ２削減戯はコジエネによる発電量1304.93ＭＷ11と、火ﾉ]係数、（0.69kg-CO2/ｋＷⅡ）及び全躯源係数β（０．３５５kg-C(〕2/kWIl）から以下のように算出するこ
とができる。ＣＧＳによる削減効果＝ＣＧＳによる発電鼓（kWh）×（α－β川計算すると459.31-CO2となり、このfitを上記計算結果より削減できている（6,715.6
t-CO2）という結果となり、増減率も97.3％となる。


